














― セサル・バジェホ『トリルセⅠ』に関する一考察 ― 
 





The Fecal Amalgam. : 
A Study on César Vallejo’s Trilce I. 
 
 
The Peruvian poet César Vallejo’s second book of poems Trilce (1922), known as one of the 
most hermetic literary works of the Spanish language literature, commences with a very rare and 
even sometimes kinky looking piece named simply by a Roman numeral “I”.  This opening poem, 
at first defined as the poem of “defecation”, has been the primary subject of Vallejo research 
community and been visited so far by more than a dozen of notorious critics: those who played the 
leading role in developing the investigation into Vallejo’s works in the nineteen fifties, those who 
tried to provide various allegorical readings of the text in the sixties, or a few post-structuralist 
pioneers whose analyses tend to deny even the academic validity of these former arbitrary 
interpretations. 
It will not be difficult to find in such a conglomerate accumulation of interpretations the 
attractive essence of that multifaceted semantic system of the book Trilce.  The purpose of this 
paper is to revisit those preceding studies and demonstrate a truly avant-garde quality of the 
Vallejo’s poem through the key word referred to its highly hybrid style: the fecal amalgam. 
 
K e y w o r d s：César Vallejo, Latin American literature, Avant-garde literature, modern poetics. 
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1 形容詞 triste（悲しい）と dulce（甘い）の 2 語による合成語，すなわち portmanteau word（複数
の言葉の一部ずつを重ねた「混成語」の意。ルイス・キャロルの『ジャバウオックの詩』に由来
する。通称かばん語）であるとする説が有力だ。また，詩集の予定価格  tres soles（3 ソル）が訛
ったとする説もある[Espejo Asturrizaga1965:108-111]。  
2 アンドレ・コイネーは，バジェホがリマで 1919 年にウルトライスモの雑誌 Grecia や Cervantes.
を読んでいた可能性があることを指摘したうえで，ギジェルモ・デ・トーレの著書『前衛のヨー






3 前作『黒い使者たち』の刊行直後の 1921 年にペルー国内でバジェホとダダイズムの関係を指摘
する論考がひとつだけ発表されている（Juan José Lora, “El dadaísmo. Sus representantes en el 
Perú”[Vallejo1997:160-167]）。またホセ・カルロス・マリアテギは 1928 年に次のように記してい
る。＜最初の手法のかれの詩のなかには，象徴主義の要素とどうじに，表現主義，ダダイズム，
シューレアリズム[sic]の要素も見受けられる。[マリアテギ 1988:276]＞  







        Ｉ  
1. Quién hace tánta bulla, y ni deja 
2. testar las islas que van quedando. 
 
3. Un poco más de consideración 
4. en cuanto será tarde, temprano, 
5. y se aquilatará mejor 
6. el guano, la simple calabrina tesórea 
7. que brinda sin querer, 
8. en el insular corazón, 
9. salobre alcatraz, a cada hialóidea 
10.           grupada. 
 
11. Un poco más de consideración, 
12. y el mantillo líquido, seis de la tarde 
13. DE LOS MAS SOBERBIOS BEMOLES. 
 
14. Y la península párase 
15.  por la espalda, abozaleada, impertérrita 
16. en la línea mortal del equilibrio5. 
 
1 行目の tánta は本来アクセント記号を持たない。また 2 行目の動詞 testar は自動詞とし
ては「遺言を残す」という意味を持ち，動詞 dejar との関係からその動作主は名詞 islas（島々）
ということになるが，他動詞として「消す」「検査する」の意味もあるため，一読した限り
は islas が動詞 testar の直接目的語であるかのような印象も抱く。  
4 行目の en cuanto…は 3 行目の consideración にかかると考えられ，その場合は en todo lo 










らためて見直さざるをえないのである。[フリードリヒ 1970:178]＞  








6 行目の calabrina は古語で「悪臭」を意味する6。また同じ 6 行目の tesórea は名詞 tesoro
（宝）に関係する形容詞と思われる。19 世紀後半に guano グアノ（鳥糞）は肥料として世
界的な需要を生み出し，ペルーの貴重な輸出資源となっていた。これは当時の世相を反映
した言葉であるとも言える。ちなみに，クレイトン・エシェルマンによる最新の英訳では
9 行目の la simple calabrina tesórea を the simple fecapital ponk と訳している7。名詞 ponk が
英語の稀語「悪臭」を意味し calabrina に対応，fecapital は英語の造語で，おそらく形容詞
fecal（糞便の）と capital（主要な，資本の）を合わせたものと思われる。造語や希少語と
いった原文の味わいをそれなりに反映した訳と言えようか。 
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1. 誰がそんなに騒ぐ 次第に留まる  
2. 島々に遺言を言わせてもくれない  
 
3. もう少し気を遣え  
4. 遅く早くなるものすべてに  
5. そうすればグアノの値打ちは上がる  
6. その単なる至宝的腐臭は  
7. 塩辛いアホウドリが  
8. 島の心臓にうっかり捧げるもの  
9. ガラス質の驟雨が  
10.      降るたび 
 
11. もう少し気を遣え  
                                                                
6  1925 年 の 王 立 ア カ デ ミ ア 辞 典 第 25 版 を 根 拠 に 船 舶 用 語 「 ロ ー プ 」 で あ る と す る 説
[Martos/Villanueba1989:43]もある。鳥糞が落下するという視覚的イメージを前提にするとこちら
の解釈のほうがふさわしいようにも思える。  
7  エシェルマンの訳を紹介しておこう。行変換部にはスラッシュを置いている。＜Who’s making all 
that racket, and not even letting / the islands that linger make a will. / A little more consideration / as it 
will be late, early, / and easier to assay / the guano, the simple fecapital ponk / a brackish gannet / toasts 
unintentionally, / in the insular heart, to each hyaloid / squall. / A little more consideration, / and liquid 
muck, six in the evening / OF THE MOST GRANDIOSE B-FLATS / And the peninsula raises up / from 
behind, muzziled, imperturbable / on the fatal balance line. [Vallejo:2007,167]＞  
8  以下，欧文文献の和訳は，断りなき場合を除きすべて筆者による。  
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19 
12. そうすれば液状の腐葉土 午後六時  
13. モットモソンダイナハンオンノ  
 
14. そして半島が止まる  
15. 背中で致命的なバランス線上に  
16. 轡をかけられびくともせず  
  




















の主体が función primitiva del hombre12（人の原始的機能）を遂行中にリマ沿岸部の鳥糞の
イメージを想起していると論じてゆく。そして 3 行目 Un poco más de consideración（もう




                                                                
9 Vallejo1991a: 43-47 
10 バジェホの前作『黒い使者たち』（Los heraldos negros. 1919）表題作の第 1 行目＜Hay golpes en la 
vida tan fuertes…¡ yo no sé !＞を指す。  































いことには筆者も同意するが，それが T1 や T5 であるというユルキエビッチの見解には首
肯しかねるし，そもそも詩的言語が「読者と交流をする」というのがいかなる事態なのか
                                                                












14  Coyné1958:83 
15  Yurkievich1959:41 






































                                                                
16  Espejo Asturrizaga1965:123 











































19  Coyné1968:123 
20  Coyné1968:124 
21  McDuffie1970:203 





























1970 年に T1 に関する“解釈型英訳23”を試みたニール＝シルバは，その後 1975 年にそ
の成果を改めてスペイン語に直し『セサル･バジェホとそのトリルセ的局面』という題の
663 ページの大著にまとめて世に問うた。そのなかでニール=シルバは T1 を（詩集最後を
飾る）T77 と同じタイプの詩であるとし，この二作品では“バジェホのイメージする文学
者の果たす役割”が提示されていると説く。彼は当然ながらコイネーの脱糞説を＜嘆かわ
                                                                
22  McDuffie1970:197-198 
23  この訳は T1 に関するアレゴリカル解釈の原型とされる。世紀の珍訳なので全文を引用しておく
ことにしよう。行変換部にはスラッシュを置いている。＜Who is making all that (critical) fuss and 
will not even let / the emerging islands (the poets) give their own testimony ? / Give more thought / to all 
that dwells outside of Times, / and (thus) one will assay in its real value / the (critical) dung, the simple, 
fetid and spurious drop / on the insular heart / of every new and still amorphous / (poetic) circle. / Give 
more thought (to spiritual value): / the misty mantle (is rising); it si six o’clock in the evening / 
(AMIDST) THE MOST RESOUNDING FANFARE. / And the peninsula (of poets) does stand up / behind 




















の見立てに則る形で 10 行目の grupada（驟雨）という語にも独自の解釈を加えている。彼










                                                                
24  Neale-Silva1975, 29 
25  Neale-Silva1975, 32 
26  Neale-Silva1975:33 















































                                                                
28  Neale-Silva1975:37 
29  Neale-Silva1975:40 
30  69 年刊行のウィング論文が 70 年刊行のニール＝シルバ論文を引用しているが，おそらく二論文
の掲載誌奥付と実際の刊行時にずれがあったのだろう。  






































                                                                
32  原文 la península párase をウィングは the peninsula piling up behind his back と訳している。  
33  Wing1969:282 
34  Franco1976:120 
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35  Shaw1979:171 
36  Shaw1979:120 
37  Vallejo1991a:45-46 
38  Paoli1981:15 






































                                                                
40  Vallejo1991a:46 
41  Tzvetan Todorov, “Une Complication de texte: les <Illuminations>”，Poétique，No. 34, 1978, pp. 
245-246.を指す。  





































                                                                
42  McGuirk1985:93 
43  McGuirk1985:94-100 






































                                                                
45  Rodolfo Hinostroza (1941-)：ペルーの詩人。  
46  Ballón Aguirre1974:18 
47  Pérez2008:本文最終段落  




















1921 年にイタリアの未来主義画家カルロ・カッラ（Carlo Carra: 1881-1996）によって描か
れた形而上絵画『エンジニアの愛人』（L’ amante dell’ ingegnere.）である。最後に，現在もっ
とも読まれているカテドラ版の中心には，あるオブジェの写真が挿入されている。オブ
ジェの題は『太陽の小さな結び目』（Pequeño nudo solar.）といい，製作者はペルーの詩人











コイネーはこの guano から出発して冒頭の二行に脱糞中の人間をイメージした。  
エスペホはひょっとすると先にこの詩を読んで guano という語を記憶し，その状態のま
                                                                
48 出典[Vallejo1991c:209] 
49  Vallejo1949 （表紙）  




















さらに 2006 年には，ペルーの若手研究者ホセ・セルナ＝バザンが guano の歴史経済的背景
を手掛かりにある種のポストコロニアリズム批評を試みている。ここにおいてバジェホの
guano は，ホセ・マリア・アルゲーダスが小説『上の狐，下の狐』の舞台とした漁港チン














も，たとえば 21 世紀の日本に生まれた人間による解釈，22 世紀のインドに生まれた人間




52  Cerna Bazán2006 
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